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●令和５年度一般会計補正予算（第３号）
ＪＲ綾部駅北側に本年秋に竣工・開設予定
の（仮称）駅北複合施設に係る管理運営費や
あやべ球場スコアボードの改修など、市の魅
力向上を図る事業のほか、社会福祉法人が実
施する施設整備や自治会が設置する除雪機械
に対する補助などにより、市民生活や地域活
動を支援する。また、電力・ガス・食料品等
価格高騰対策として、低所得世帯への給付金
の支給や農業者・酪農業者等の支援を行う経
費が計上されました。
意見として、「飼料等高騰に伴う畜産農家
の支援策を求める」、「コロナ地方創生臨時交
付金は市民の物価高騰に伴う生活応援の支援
策を求める」、「あやべ球場スコアボードの改
修は、できる限り国・府補助金や寄附等で賄
い、市民の将来負担にならないように、市の

規模にあった設備で計画されたい」とありま
した。
＜主な事業＞
・駅北複合施設管理運営費
・総合運動公園改修事業費
・渕垣グラウンド改修事業費
・価格高騰重点支援給付金支給事業費
・酪農経営緊急支援事業費

●令和５年度一般会計補正予算（第４号）
６月豪雨により被災した公共施設の復旧を
早期に対応するための予算を計上されまし
た。
その他、専決処分事項の報告２件について
審査を行い、採決の結果、４議案とも全員賛
成で可決及び承認となりました。

予算決算委員会 市民生活や地域活動を支援
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６月定例会

令和５年６月定例会を６月19日から７月７日までの19日間
の会期で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案40件を審議しました。
議案については、いずれも原案のとおり可決・承認・同意したほ
か、議会から提案した意見書２件を可決しました。（採決の結果は
４ページに記載）

上程された議案と請願２件は、３つの常任委員会に付託され、
審査しました。その内容は次のとおりです。

同意した人事案件

●固定資産評価員の選任
　志　賀　久　男　さん（上 延 町） ＝新

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　岡　田　久　子　さん（上 野 町） ＝新　　　
　赤　堀　　　幸　さん（西 坂 町） ＝新

●農業委員会委員の任命
　居　相　雅　代　さん（小 貝 町） ＝再
　雨　林　利　治　さん（高 津 町） ＝再
　大志万　忠　幸　さん（大 島 町） ＝再
　大　槻　耕　治　さん（舘　　町） ＝再
　大　槻　祐　紀　さん（西 坂 町） ＝再
　柏　原　明　宏　さん（上 杉 町） ＝再
　鎌　部　勉　武　さん（五津合町） ＝再

神　田　一　之　さん（七百石町）＝新
坂　根　正　司　さん（金河内町）＝再
四　方　　　諭　さん（味 方 町）＝再
白波瀨　一　幸　さん（鷹 栖 町）＝再
髙　橋　加　絵　さん（高 津 町）＝再　
髙　橋　大治郎　さん（忠　　町）＝再
⻆　山　敏　男　さん（睦 寄 町）＝再
林　　　多嘉子　さん（月 見 町）＝再
福　井　省　平　さん（睦 合 町）＝新
福　井　泰　子　さん（位 田 町）＝新
三　和　喜　治　さん（上八田町）＝再
山　﨑　喜三郎　さん（多 田 町）＝新

第99回全国市議会議長会定期総会において、塩見麻理子前議員、森義美前議員、故吉崎久前議員が議員在職20

年の表彰を受けられました。

■ 議員の表彰 ■



●綾部市図書館の所在地を変更
（仮称）駅北複合施設の整備に伴い、「綾部
市新宮町91番地」から「綾部市青野町西馬場
下35番地の１」に変更し、運営規則につい
ても開館時間、休館日の改正を行おうとする
ものです。
質疑の中で、「引っ越しに係る月数はどれ

くらいか、祝日が月曜日の場合はどうなるの
か」との質問に対し、「引っ越しに要する期間
は３か月で計画、月曜日が祝日の場合は開館
し、翌日火曜日が休館となる」との答弁があ
りました。

意見として、子ども連れも気兼ねなく利用
できるよう設備・運営に配慮されたいとあり
ました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●消防救急デジタル無線設備の一部更新
株式会社富士通ゼネラルと１億7,380万
円で物品売買の仮契約を締結したとの説明
がありました。
質疑の中で、「大規模災害時に、各消防本
部の隊員間の無線交信ができないことはな
いか」との質問に対し、「大規模災害時の無線
交信は、共通インターフェイスにより通信指
令システムと接続し、相互間の無線交信等も
通常どおり運用できるものとなっている」と
の答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。
その他、６議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決及び承認となりまし
た。

産業厚生環境委員会

●地域交流センターの設置及び管理に関する条
例の制定
（仮称）駅北複合施設に市民の交流や研修
等の場を提供し、市民のふれあいを通じた賑
わいを創出することを目的に、地域交流セン
ターの設置及び管理に関する条例を制定しよ
うとするものです。
質疑の中で、「調理コーナーでは、食品衛生
上、更衣室や二足制が必要と思われるがどう
か」との質問があり、「一からバックヤードで
調理をされるのではなく、あらかじめ調理さ
れた物を運んで、温め直しなど最終工程を想
定しており、それに対応できる設備を保健所
に確認しながら整備している。更衣室等は、
指定管理者が決まり次第、検討させていただ
く」との答弁がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●子育て交流センターの設置及び管理に関す
る条例の制定
同じく（仮称）駅北複合施設に設置する地
域の子育て支援拠点となる子育て交流セン
ターの設置及び管理に関する条例の制定につ
いて説明がありました。

質疑の中で、「就学前児童向けの遊具の配置
は」との質問に対し、交流スペースを３つの
エリアに分けた上で、年齢や活動に応じた遊
具を配置する計画である」との答弁がありま
した。
意見として、「地域交流センターも含め、使
用時間や利用方法については、特に週末など
図書館の使用時間の変更を含め、市民のニー
ズを第一優先に、試行期間を設けるなど柔軟
な対応を行ってほしい」とありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。
その他、４議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。
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(仮称)駅北複合施設オープン

総務教育建設委員会 綾部市図書館の移転

綾部市図書館イメージ図

(仮称)駅北複合施設イメージ図
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件　　　名 結果

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

承認

承認

承認

可決

専決処分事項の報告

意見書

《 全員賛成で可決・同意・承認した議案》
件　　　名 結果

議第38号

議第39号

議第40号

議第41号

議第42号

議第43号

議第44号

議第45号

議第46号

議第47号

議第52号

議第48号

議第49号

議第50号

議第51号

同第１号

同第２号

同第３号

同第４号

同第５号

同第６号

地域交流センターの設置及び管理に関する条例の制定について

子育て交流センターの設置及び管理に関する条例の制定について

図書館設置及び管理に関する条例の一部改正について

市税条例の一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

あやべ温泉の設置及び管理に関する条例の一部改正について

市営住宅設置及び管理条例の一部改正について

火災予防条例の一部改正について

令和５年度一般会計補正予算（第３号）

令和５年度一般会計補正予算（第４号）

（仮称）駅北複合施設整備工事（建築本体工事）請負契約の一部変更について

（仮称）駅北複合施設整備工事（電気設備工事）請負契約の一部変更について

市有財産中一部譲渡について　※2

動産の取得について

固定資産評価員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

《 賛否が分かれた請願》

国・府に向けて「給食費無償化のための財政措置を求
める意見書」の提出をお願いする請願書

綾部市の給食費の無償化を求める請願書

渡
辺
小
百
合

河
北
ひ
さ
子

中
島

　祐
子

塚
﨑
﨑泰
史

吉
崎

　篤
子

井
田
佳
代
子

後
藤

　
　光

梅
原

　哲
史

渡
辺

　弘
造

松
本

　幸
子

高
橋

　
　輝

柳
原

　秀
一

藤
岡

　康
治

酒
井

　裕
史

安
藤

　和
明

片
岡

　英
晃

本
田

　文
夫

請願第１号

請願第２号

不採択

不採択

民
政
会

創
政
会

み
ら
い
の

あ
や
べ

共
産
党

公
明
党

会派名

議員名

件名・結果

( 賛成： ◯　反対：×)

×

×

×

×

○

○

×

×

×

×

令和５年度補正予算

人事案件

同第７号

同第８号

同第９号

同第10号

同第11号

同第12号

同第13号

同第14号

同第15号

同第16号

同第17号

同第18号

同第19号

同第20号

同第21号

同第22号

報第１号

報第２号

報第３号

意見第１号

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

専決処分事項の報告について（市税条例の一部改正について）

専決処分事項の報告について（令和４年度一般会計補正予算（第１０号））

専決処分事項の報告について（令和５年度一般会計補正予算（第２号））

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

同意

同意

同意

同意

その他の議案

森林整備を一層推進するため、森林の多い地域へ森林環境
譲与税の配分を高めることを求める意見書

意見第２号 可決

※1 議長は採決に加わっていません。

※2 議第50号の採決にあたっては、審議事件と一定の利害関係を有する議員は当該事件の審議に参与することができないため、渡辺弘造議員は除斥とし退席しています。

食
育
と
し
て
の
給
食
は
無
償
化
す
べ
き

請
願
趣
旨
と
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
署
名

２
，
８
９
９
名
の
声
は
、
切
実
で
あ
た
り
前
の
願
い

だ
。
第
一
に
、
膨
大
な
教
育
費
の
負
担
は
、
個
人
の

努
力
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
、
政
治
に
よ
る
解

決
が
急
ぎ
求
め
ら
れ
る
。
な
か
で
も
給
食
費
無
償
化

は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
政
府
も
実
態
調
査
と
課

題
整
理
に
乗
り
出
し
た
。
様
子
見
に
な
ら
ず
住
民

の
声
を
届
け
、
現
実
の
も
の
に
す
る
と
き
だ
。
第
二

に
、
給
食
費
は
保
護
者
負
担
と
の
意
見
が
あ
る
が
、

法
令
上
の
禁
止
規
定
で
は
な
い
。
１
９
５
１
年
、
す

で
に
義
務
教
育
の
無
償
の
範
囲
に
給
食
費
を
含
む

旨
の
国
会
答
弁
が
さ
れ
て
い
る
。
72
年
間
、
無
償
化

が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
問
題
だ
。
第
三

に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
欠
か
せ
な
い

食
育
と
し
て
の
給
食
は
、
教
育
の
一
環
で
あ
り
無
償

化
す
べ
き
だ
。
引
き
続
き
、
実
現
の
た
め
に
共
同
を

ひ
ろ
げ
、
力
を
つ
く
す
。

賛成 日本共産党　塚　崎　泰　史

請
願
第
１
号
　

請
願
第
１
号
　
綾
部
市
の
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
請
願
書

請
願
第
２
号
　

請
願
第
２
号
　
国
・
府
に
向
け
て
﹁
給
食
費
無
償
化
の
た
め
の
財
政
措
置
を

　
　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
﹂
の
提
出
を
お
願
い
す
る
請
願
書

議
論
を
重
ね
て
綾
部
市
議
会
の
方
向
性
を

請
願
第
１
号
は
、
学
校
給
食
法
で
給
食
実
施
の

設
備
や
施
設
の
経
費
を
設
置
者
の
負
担
と
し
、
経

費
以
外
は
提
供
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
負

担
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
予
算
規
模
で

で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
無
償
化
に

は
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
り
、
市
の
単
費
で
行

う
に
は
毎
年
財
政
調
整
基
金
の
切
り
崩
し
が
必
要

と
な
り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処

に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る
。

請
願
第
２
号
は
、
現
在
政
府
が
「
こ
ど
も
未
来

戦
略
方
針
」
で
実
態
調
査
を
行
い
、
無
償
化
し
た
場

合
の
課
題
整
理
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。
国
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
給
食
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

議
論
を
重
ね
て
綾
部
市
議
会
の
方
向
性
を
決
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

反対 民政会　酒　井　裕　史

論討
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Ｑ

京
都
府
の

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
構

想
で
は
、
京
都
府

農
林
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
移
設
に
よ

り
、
農
業
の
発
展

と
地
域
経
済
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ

る
が
綾
部
市
の
考
え
は
。

Ａ　

農
業
の
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、
農
業
振
興

や
綾
部
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
期
待
が
で
き
る
。

ま
た
、
農
業
と
工
業
の
連
携
が
推
進
さ
れ
、
地

域
経
済
や
雇
用
の
促
進
、
京
都
府
職
員
の
移
住

や
交
流
な
ど
地
域
の
活
性
化
が
見
込
め
る
。

Ｑ

府
の
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
広
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
綾
部
市
に
物
流
拠
点
を

整
備
と
あ
る
が
、
舞
鶴
港
と
連
携
し
た
環
日
本

海
物
流
促
進
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ゾ
ー
ン
構
想
は
実

現
可
能
か
。

Ａ　

京
都
府
総
合
計
画
で
は
、
綾
部
市
が
北
部
物

流
拠
点
の
整
備
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
物
流

関
連
企
業
か
ら
は
直
ち
に
使
え
る
産
業
用
地
が

な
い
こ
と
や
、
自
動
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対　

応
不
足
な
ど
が
課
題
と
聞
く
。
今
後
も
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
府
と
連
携
し
、
舞
鶴
港
の
利
用
拡
大

や
民
間
開
発
事
業
者
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

Ｑ

京
都
府
は
山
陰
本
線
の
園
部
駅
か
ら
綾
部
駅

間
の
複
線
化
に
つ
い
て
奈
良
線
の
複
線
化
後
に

着
手
を
検
討
と
し
て
い
る
が
、
市
は
こ
れ
ま
で

の
要
望
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
か
。

Ａ　

様
々
な
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
策
を
実
施
し
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
要
望
活
動
も
関
係
市
町

等
と
連
携
を
図
り
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
。

産業推進と交通利便性向上を問う民政会　　藤　岡　康　治

Ｑ

全
国
の
小
・

中
・
高
等
学
校
の

不
登
校
の
児
童
生

徒
が
急
増
し
、
文

部
科
学
省
は
令

和
５
年
３
月
31
日

に
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
学
び

の
保
障
を
社
会
全
体
で
実
現
し
て
い
く
と
の
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
（
こ
こ
ろ
）
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
。
同
プ
ラ
ン
で
は
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
保
護
者
を
支
援
す
る
と
明
記
さ
れ
た
。
不

登
校
の
児
童
生
徒
を
持
つ
保
護
者
に
対
し
、

小
・
中
学
校
の
先
生
方
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
か
。

Ａ　

常
に
保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

見
守
り
や
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
家
庭
で
で

き
る
支
援
を
話
し
合
い
、
必
要
に
応
じ
て
教
育

相
談
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
の
紹
介
を
行
う

な
ど
、
保
護
者
と
の
連
携
を
強
め
て
い
る
。

Ｑ

教
育
委
員
会
が
不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者

で
あ
れ
ば
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
保
護
者

の
会
を
設
置
し
、
不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
受
け
て
の
今
後
の
取
組
は
。

Ａ　

保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
や
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
教
育
相
談
に
応
じ
た
り
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
つ
な
い
だ
り
、
保
護
者
の
不
安

を
和
ら
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
保
護
者
の

会
の
設
置
な
ど
、
保
護
者
間
の
関
係
作
り
を
促

す
取
組
や
支
援
は
、
先
進
的
な
事
例
を
参
照
し

な
が
ら
調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

不登校支援　保護者の会の設置を公明党　　渡辺　小百合

市政を問う市市政 問う市政を問う
６月27日から29日までの３日間にわたって16人の議員が市政全般について質問を行いました。ここで

は一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問

QRコードを読み取ると、一般質問の録画映像がご覧いただけます。

QRコードからアクセス
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一般質問

Ｑ

東
部
地
域
の

活
性
化
の
み
な

ら
ず
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
ま

た
、
他
市
町
村
の

人
た
ち
に
も
親
し

ま
れ
て
い
る
あ
や

べ
温
泉
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
厳
し

い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
間
も
巨
大
迷

路
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
等
、
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
で
来
ら
れ
た
。

　
　

経
営
診
断
の
結
果
を
受
け
今
回
、
宿
泊
・
宴

会
事
業
の
廃
止
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
縮
小
等
、
経

営
の
見
直
し
を
発
表
さ
れ
た
。
今
後
の
経
営
健

全
化
に
向
け
た
前
向
き
な
営
業
戦
略
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

経
営
診
断
の
結
果
を
受
け
、
不
採
算
事
業
の

廃
止
・
縮
小
を
行
う
一
方
で
、
集
客
力
の
維
持

と
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
た

め
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
温
泉
を
セ
ッ
ト
と
し
て
、

利
用
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

キ
ャ
ン
プ
専
用
公
園
と
し
て
機
能
充
実
を
図

る
。

　
　

ま
た
、
24
時
間
対
応
可
能
な
駐
車
場
や
ト
イ

レ
の
整
備
を
念
頭
に
「
道
の
駅
」
の
認
定
に
向

け
た
取
組
を
進
め
る
。
加
え
て
、
温
泉
が
あ
る

と
い
う
優
位
性
を
活
か
し
て
、
「
あ
や
べ
水
源

の
里
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
あ
や
べ

温
泉
周
辺
一
帯
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
賑
わ
い
の

あ
る
環
境
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

あやべ温泉の経営戦略を問う創政会　　渡　辺　弘　造

Ｑ

平
成
25
年
に

策
定
し
た
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
10
年
が
経
過

し
た
。
今
回
の
見

直
し
の
背
景
は
。

Ａ　

平
成
28
年
の

線
引
き
廃
止
後
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
や
住
宅
需
要
の
高
ま

り
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
も
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
べ
く
改
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ

住
宅
需
要
が
高
ま
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
新
た
な
宅

地
の
供
給
や
都
市
施
設
の
整
備
な
ど
が
課
題
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

Ｑ

高
津
駅
周
辺
を
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
て
ほ
し

い
と
お
願
い
を
し
て
き
た
。
高
津
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ　

Ｊ
Ｒ
高
津
駅
周
辺
の
主
要
地
方
道
福
知
山
綾

部
線
の
沿
道
は
、
駅
や
病
院
が
徒
歩
圏
内
に
立

地
す
る
な
ど
利
便
性
が
高
い
エ
リ
ア
で
あ
り
、

今
後
、
新
た
な
住
環
境
の
創
出
を
進
め
る
エ
リ

ア
の
一
つ
と
し
て
、
宅
地
化
の
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

高
津
駅
の
踏
切
拡
幅
と
市
道
の
全
面
拡
幅
の

計
画
は
。

Ａ　

早
期
に
踏
切
拡
幅
を
含
め
た
事
業
に
着
手
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
市
道
高
津
小
貝
線
の
拡
幅
は
、
早
け
れ
ば

来
年
度
か
ら
詳
細
設
計
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

高津駅周辺のまちづくりを問う創政会　　高　橋　　輝

Ｑ

５
月
21
日
に

京
都
府
中
丹
文
化

会
館
に
お
い
て
、

「
改
め
て
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
を
」
と
題

し
て
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉ
ｎ
綾
部
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括
は
。

Ａ　

登
壇
者
が
述
べ
ら
れ
た
本
市
に
対
す
る
様
々

な
思
い
を
通
し
て
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文

化
、
そ
し
て
何
よ
り
地
元
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

人
柄
な
ど
、
改
め
て
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
。
西
脇
知
事
の

「
綾
部
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
聖
地
」
こ
の
言
葉

を
重
く
大
切
に
受
け
止
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

い
よ
い
よ
出
水
期
の
時
期
に
き
た
。
由
良
川

の
堤
防
が
完
成
す
る
中
で
、
大
野
ダ
ム
が
ど
れ

だ
け
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
が
重
要
だ
が
、
大

野
ダ
ム
の
事
前
放
流
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、

ど
の
く
ら
い
放
流
さ
れ
効
果
は
ど
う
か
。

Ａ　

令
和
３
年
６
月
１
日
よ
り
、
堆
砂
容
量
を
有

効
活
用
し
事
前
放
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
京
都
府
北
部
で
24
時
間
降
雨
量
が
１
５
０

ミ
リ
以
上
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

最
低
水
位
を
標
高
１
５
５
メ
ー
ト
ル
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
下
げ
事
前
放
流
目
標
水
位
と
し
て

１
５
０
メ
ー
ト
ル
で
運
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
現
行
の
洪
水
調
節
容
量
の
２
，
１
３
２
万
立

方
メ
ー
ト
ル
に
加
え
て
約
１
８
１
万
立
方
メ
ー

ト
ル
、
プ
ラ
ス
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
容
量
を
確
保

し
、
下
流
域
の
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

スローライフ・フォーラムの成果は民政会　　安　藤　和　明
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一般質問

Ｑ

自
治
会
長
の

女
性
比
率
は
、
令

和
４
年
度
、
５
年

度
と
も
に
１
９
３

名
中
５
名
で
２
・

６
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。
前
年
度

の
全
国
の
割
合
は

７
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
本
市
の
比
率
は

低
い
。
男
女
共
同
参
画
の
観
点
は
言
う
に
及
ば

ず
、
役
員
の
担
い
手
不
足
対
策
と
し
て
、
女
性

自
治
会
長
は
更
に
増
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
市
の
考
え
は
。

Ａ　

女
性
が
自
治
会
役
員
に
就
任
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
生
活
に
密
着
し

た
部
分
を
担
っ
て
き
た
多
様
な
視
点
を
活
動
に

生
か
せ
る
こ
と
や
、
高
齢
化
に
よ
る
役
員
の
な

り
手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
も
自
治
会
に
お
け
る
女
性

活
躍
を
促
進
し
て
い
く
。

Ｑ

他
の
都
道
府
県
で
は
、
自
治
会
の
女
性
役
員

参
画
推
進
の
た
め
、
女
性
役
員
参
画
推
進
補
助

金
を
設
置
し
、
自
治
会
運
営
を
後
押
し
さ
れ
て

い
る
市
町
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
治
会
役
員
の

総
数
に
対
す
る
女
性
の
割
合
が
３
割
以
上
で
あ

り
、
か
つ
ト
ッ
プ
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
条
件

で
あ
る
。
こ
の
取
組
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

Ａ　

自
治
会
で
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
は
男
女
双
方
の
意
識
改
革
が
重
要
で
あ
り
、

女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の
参
画
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
講
座
等
を
通
じ
て
啓
発
す

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
有

効
な
制
度
や
手
法
に
つ
い
て
も
研
究
し
、
実
情

に
合
っ
た
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

女性自治会長の拡大の施策とは創政会　　梅　原　哲　史

Ｑ

全
国
的
な
不

登
校
の
増
加
と
同

様
に
、
本
市
で
も

教
室
に
入
り
づ
ら

い
生
徒
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
不
登

校
の
未
然
防
止
と

不
登
校
生
徒
の
社

会
的
自
立
な
ど
を
目
的
に
、
今
年
度
４
月
に
綾

部
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
あ
い
ル
ー
ム
の
事
業

内
容
と
人
員
体
制
は
。

Ａ　

生
徒
は
支
援
員
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
内
容

を
決
め
て
活
動
し
て
い
る
。
学
習
の
他
、
読

書
、
折
り
紙
、
オ
セ
ロ
、
運
動
、
散
策
な
ど
、

生
徒
の
興
味
関
心
に
応
じ
た
内
容
も
実
施
。

人
員
体
制
は
、
支
援
員
１
名
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
１
名
を
専
任
で
配
置
し
、

担
任
、
学
年
教
員
、
教
科
担
当
教
員
等
も
加
わ

り
、
学
習
や
活
動
の
支
援
、
生
徒
や
保
護
者
の

心
の
ケ
ア
や
相
談
対
応
、
家
庭
訪
問
等
も
行
っ

て
い
る
。

Ｑ

事
業
開
始
か
ら
、
現
在
（
令
和
５
年
６
月
27

日
）
ま
で
の
通
所
状
況
、
利
用
し
て
い
る
生
徒
の

様
子
や
保
護
者
か
ら
の
感
想
は
。
ま
た
従
来
か

ら
、
学
校
復
帰
や
社
会
的
自
立
支
援
を
し
て
い
る

や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
と
の
連
携
状
況
は
。

Ａ　

常
時
・
数
回
利
用
を
合
わ
せ
16
名
が
利
用
。

利
用
時
間
は
、
30
分
程
度
や
始
業
か
ら
終
業
ま

で
な
ど
生
徒
に
よ
っ
て
様
々
。
生
徒
は
心
を
落

ち
着
か
せ
て
登
校
が
で
き
、
保
護
者
か
ら
は
、

子
ど
も
の
ペ
ー
ス
で
通
学
し
、
支
援
を
受
け
ら

れ
る
の
で
安
心
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
が
あ

る
。
や
す
ら
ぎ
ル
ー
ム
と
併
用
す
る
生
徒
も
あ

り
、
連
携
し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

あいルームについて問う創政会　　後　藤　　光

Ｑ

公
衆
浴
場

（
銭
湯
）
設
置
の

目
的
と
地
方
自
治

体
の
任
務
は
。

Ａ　

地
方
自
治
体

は
、
公
衆
衛
生
の

向
上
、
健
康
増
進

の
た
め
に
、
住
民

の
入
浴
機
会
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
お
り
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

Ｑ

銭
湯
閉
店
に
伴
い
入
浴
機
会
の
確
保
が
困
難

に
な
り
、
市
の
案
内
を
受
け
て
水
夢
に
行
く
こ

と
を
決
め
た
方
か
ら
手
紙
を
頂
い
た
。
移
動

手
段
、
料
金
支
払
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
有
無

等
々
、
率
直
な
困
り
事
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
の
受
止
め
は
。

Ａ　

水
夢
は
綾
部
駅
前
に
立
地
し
て
お
り
、
交
通

の
便
が
良
く
、
高
齢
者
の
方
々
の
移
動
は
、
福

祉
有
償
運
送
の
利
用
も
可
能
。
水
夢
の
浴
槽
に

は
手
す
り
が
あ
る
な
ど
一
定
の
配
慮
が
さ
れ
て

い
る
。
月
会
費
制
と
な
る
が
口
座
振
込
だ
け
で

な
く
現
金
に
よ
る
支
払
い
も
可
能
に
す
る
な
ど

柔
軟
に
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ

月
会
費
の
ま
と
め
払
い
だ
け
で
な
く
、
チ

ケ
ッ
ト
制
や
回
数
券
発
行
な
ど
、
柔
軟
な
対
応

を
と
の
要
望
が
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

Ａ　

浴
場
あ
る
い
は
プ
ー
ル
だ
け
と
い
っ
た
料
金
設

定
を
行
う
こ
と
は
、
今
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ

閉
店
さ
れ
る
銭
湯
が
果
た
し
た
役
割
を
重
く

受
止
め
、
入
浴
機
会
の
困
難
な
方
に
引
き
続
き

寄
り
添
っ
た
支
援
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

同
じ
思
い
だ
。
市
民
の
公
衆
衛
生
、
健
康
増

進
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
銭
湯
に
対
し
て
は
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

銭湯閉店に伴う影響と対応を問う日本共産党　　塚　﨑　泰　史
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Ｑ

食
料
自
給
率

を
高
め
る
た
め

に
、
農
業
の
基
盤

の
農
地
を
荒
廃
か

ら
守
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
本
市

に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
の
実
態
は
。

Ａ　

毎
年
、
農
業
委
員
会
が
農
地
利
用
状
況
を
調

査
し
、
荒
廃
農
地
は
、
令
和
４
年
度
は
55
・  

４
ha
で
年
々
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
減
少

と
な
っ
た
要
因
は
、
荒
廃
農
地
を
解
消
し
て
い

る
の
で
な
く
、
農
地
と
し
て
利
用
で
き
な
い
も

の
を
、
非
農
地
扱
い
と
し
た
も
の
。

Ｑ

荒
廃
農
地
の
未
然
防
止
の
対
策
は
。

Ａ　

農
地
、
農
業
用
施
設
を
維
持
管
理
す
る
た
め

の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
は
67
集
落
、

中
山
間
地
域
で
条
件
が
不
利
な
農
地
を
守
る
た

め
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
は

57
集
落
で
取
り
組
ま
れ
、
事
業
の
活
用
に
よ
り

未
然
防
止
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

Ｑ

高
齢
化
や
諸
事
情
の
た
め
、
個
人
や
法
人
の

経
営
体
に
農
地
を
委
託
し
て
い
る
。
担
い
手

は
、
請
負
面
積
が
増
え
、
日
常
の
水
管
理
や
草

刈
り
等
大
変
で
あ
る
。
担
い
手
の
支
援
策
は
。

Ａ　

ど
の
担
い
手
も
、
地
域
農
業
を
支
え
、
農
村

の
景
観
維
持
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
、
食
料
安
定
供
給
の
確
保
と
地
域
農
業
を

支
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者
経
営

発
展
支
援
事
業
費
を
本
年
度
か
ら
新
設
し
、
認

定
農
業
者
を
対
象
に
個
々
の
経
営
が
発
展
で
き

る
よ
う
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

農地の耕作放棄地を減らす施策は日本共産党　　吉　崎　篤　子

Ｑ

下
水
道
使
用

料
の
未
収
金
に
つ

い
て
、
令
和
３
年

度
の
決
算
審
査
意

見
書
に
は
、
徴
収

強
化
に
努
め
ら
れ

て
い
る
が
、
下
水

道
課
が
主
体
で
徴

収
事
務
を
行
っ
て
い
る
受
益
者
負
担
金
及
び
分

担
金
も
含
め
、
未
収
金
の
発
生
防
止
及
び
回
収

に
努
め
、
引
き
続
き
下
水
道
使
用
者
の
公
平
性

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
、
と
の
記
載
が
あ
っ

た
。
下
水
道
使
用
料
の
滞
納
状
況
は
。

Ａ　

年
々
増
加
す
る
上
下
水
道
料
金
未
収
金
の
徴

収
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
上
水
道

課
に
上
下
水
道
収
納
担
当
を
設
置
し
、
さ
ら
に

平
成
30
年
度
か
ら
外
部
委
託
を
実
施
し
、
滞
納

整
理
に
努
め
て
い
る
。
平
成
28
年
度
末
に
２
，

２
７
２
万
円
あ
っ
た
下
水
道
使
用
料
未
収
金
は

令
和
４
年
度
末
で
４
０
１
万
円
と
な
り
、
こ
の

間
で
82
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

Ｑ

下
水
道
使
用
料
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
の
中

に
は
、
生
活
が
苦
し
く
、
支
払
い
が
で
き
な
い

方
も
お
ら
れ
る
は
ず
。
現
在
は
、
民
間
委
託
を

活
用
し
な
が
ら
滞
納
徴
収
業
務
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

滞
納
者
の
中
に
は
、
支
払
い
が
困
難
な
方
が

お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
面
談
等
を
実
施
し
、
納

付
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
部
局
と
の
連

携
を
図
り
進
め
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
や
相
談

に
つ
い
て
も
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
お
り
、
今

後
も
適
切
な
滞
納
徴
収
に
努
め
て
い
き
た
い
。

下水道使用料の徴収について問う民政会　　片　岡　英　晃

Ｑ

６
月
１
日
よ

り
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ

と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ニ
が
条
件
付
特

定
外
来
生
物
に
指

定
さ
れ
、
飼
育
は

可
能
だ
が
野
外
へ

の
放
出
は
禁
止
と

な
り
、
違
反
す
る
と
３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
則
が
設
け
ら
れ
た
。

市
民
に
広
く
周
知
が
必
要
と
思
う
が
、
広
報
の

状
況
は
。

Ａ　

条
件
付
特
定
外
来
生
物
は
、
通
常
の
特
定
外

来
生
物
の
規
制
を
一
部
緩
和
し
て
指
定
さ
れ
た

生
物
。
現
在
飼
育
さ
れ
て
い
る
個
体
の
飼
育
、

飼
育
を
目
的
と
し
た
捕
獲
、
知
人
友
人
間
で
の

無
償
譲
渡
な
ど
は
、
飼
育
し
続
け
る
こ
と
を
条

件
に
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
市
の
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
し
て
い
く
。

Ｑ

教
育
現
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
進

級
な
ど
で
飼
育
困
難
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
ど
う
か
。

Ａ　

教
育
委
員
会
と
連
携
、
情
報
共
有
を
図
り
、

学
校
に
は
適
切
な
対
応
を
依
頼
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

終
生
飼
育
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

し
て
も
飼
育
で
き
な
く
な
り
、
譲
渡
先
を
見
つ

け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も

広
報
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

一
度
飼
い
始
め
た
個
体
は
最
後
ま
で
飼
う
こ

と
が
飼
い
主
の
責
任
。
条
件
付
特
定
外
来
生
物

の
飼
育
に
は
責
任
と
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
定
期
的
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

条件付特定外来生物への対応は民政会　　酒　井　裕　史

一般質問
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一般質問

Ｑ

旧
市
民
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
建
設

予
定
の
新
都
市
公

園
は
、
令
和
７
年

度
に
完
成
予
定

で
、
上
流
に
国
土

交
通
省
が
現
在
工

事
中
の
並
松
堤
防

が
完
成
す
れ
ば
、
桜
、
松
が
植
樹
さ
れ
た
遊
歩

道
を
散
歩
し
、
由
良
川
で
世
界
大
会
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
る
綾
部
高
校
カ
ヌ
ー
部

の
活
気
あ
る
練
習
風
景
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
珍
し
い
ボ
ー
ス
ト
リ
ン
ク
・
ト
ラ
ス

ト
橋
の
綾
部
大
橋
を
右
側
に
見
な
が
ら
、
下
流

に
位
置
す
る
東
綾
公
園
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
由
良
川
花
庭
園
を
含
め
た
由

良
川
の
左
岸
一
連
の
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
が

策
定
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
概
要
は
。　
　

Ａ　

現
在
、
並
松
町
で
国
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

る
景
観
に
配
慮
し
た
護
岸
工
事
や
、
旧
市
民
セ

ン
タ
ー
跡
地
で
の
新
た
な
都
市
公
園
の
整
備
に

加
え
、
由
良
川
左
岸
に
は
東
綾
公
園
や
由
良
川

花
庭
園
を
開
設
し
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
水
辺

エ
リ
ア
の
施
設
と
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
な
ど
市
街

地
の
各
施
設
と
の
回
遊
性
を
持
た
せ
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形

成
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
計
画
に
は
老

朽
化
し
て
い
る
東
綾
公
園
（
交
通
公
園
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
）
の
再
整
備
や
国
に
よ
る
河
川
施
設

の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
む
予
定
で
、
整
備
中
の

新
都
市
公
園
の
た
め
の
駐
車
場
の
整
備
な
ど
施

設
間
の
連
携
強
化
を
図
り
た
い
。

かわまちづくり計画について問う民政会　　本　田　文　夫

Ｑ

男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
本
市
で
は

あ
い
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
あ
い
ア

カ
デ
ミ
ー
、
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
男
性
料
理
教

室
等
を
開
催
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
状
況
や
参
加

人
数
は
。

Ａ　

昨
年
度
の
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

２
０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。
去
る
６
月

に
開
催
し
た
性
の
多
様
性
の
講
座
に
47
名
、
地

域
づ
く
り
講
座
に
62
名
の
参
加
が
あ
り
、
今
後

も
男
性
や
若
年
層
な
ど
幅
広
い
層
に
参
加
い
た

だ
く
た
め
多
彩
な
テ
ー
マ
で
開
催
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ

防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、
他
県
で

は
運
営
・
活
動
の
中
に
女
性
の
声
や
意
見
を
出

せ
る
場
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
防
災

組
織
に
お
い
て
の
考
え
方
・
現
状
は
。

Ａ　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災

計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

配
慮
し
た
避
難
所
開
設
や
運
営
訓
練
を
実
施
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
避
難
所
に
は
、
ど
ち
ら
の

性
の
職
員
も
配
置
す
る
ほ
か
、
男
女
の
ニ
ー
ズ

の
違
い
や
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
必

要
性
に
つ
い
て
研
修
を
行
う
な
ど
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
も
図
っ
て
い
る
。

男女共同参画社会について問うみらいのあやべ　　河北　ひさ子

Ｑ

地
域
の
発
展

と
成
長
の
た
め

に
観
光
は
、
地
域

経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
観
光
は
、
地

域
の
魅
力
や
資
源

を
活
用
し
、
地
元
の
事
業
や
雇
用
を
促
進
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
、

独
自
性
や
特
産
品
、
歴
史
的
な
名
所
、
自
然
・

景
観
な
ど
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
観

光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
戦
略
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

Ａ　

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
を
は
じ
め
、
各
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
地
域
づ
く

り
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
き
た
。

そ
う
い
っ
た
中
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
見
る
観
光
か
ら
、
体
験
す
る
観
光
、
あ
る

い
は
参
加
す
る
観
光
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
本

市
の
自
然
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
、
あ
や
べ
水
源
の
里
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
な

ど
を
定
着
し
て
い
き
た
い
。
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
の
両
面
に
お
い
て
、
環
境
を
整
え
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

Ｑ

観
光
地
を
維
持
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

方
々
の
協
力
を
受
け
て
い
る
が
、
持
続
的
に
観

光
地
の
運
営
を
図
る
た
め
に
、
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

Ａ　

観
光
地
の
管
理
運
営
が
継
続
的
に
行
っ
て
い

け
る
よ
う
、
維
持
管
理
の
状
況
も
把
握
し
な
が

ら
、
今
後
も
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

観光による経済活性化の考えは創政会　　柳　原　秀　一
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Ｑ

綾
部
市
立
病

院
で
は
受
診
後
、

会
計
な
ど
の
た
め

ロ
ビ
ー
で
名
前
を

呼
ば
れ
る
の
を
待

つ
が
、
高
齢
の
方

か
ら
「
呼
ば
れ
て

も
聞
こ
え
な
く
て

困
る
」
と
い
う
声
を
聞
く
。
昨
年
の
３
月
議
会

で
も
同
様
の
質
問
が
あ
り
、
「
不
自
由
の
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

一
年
以
上
た
っ
て
も
同
様
の
声
を
聞
く
。
改
善

が
必
要
で
は
。

Ａ　

会
計
に
出
す
フ
ァ
イ
ル
内
に
耳
の
不
自
由
な

方
と
分
か
る
よ
う
印
を
つ
け
た
り
、
無
線
振
動

呼
出
機
を
準
備
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い

る
。
特
に
、
無
線
振
動
呼
出
機
の
活
用
は
効
果

的
と
考
え
て
お
り
、
周
知
の
た
め
さ
ら
な
る
工

夫
を
し
た
い
。
で
き
る
限
り
不
自
由
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
案
内
の
手
法
に
つ
い
て

も
今
後
さ
ら
に
研
究
・
検
討
し
た
い
。

Ｑ

補
聴
器
購
入
の
補
助
は
聴
力
が
70
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
重
度
難
聴
の
方
の
み
対
象
で
、
加
齢
性

難
聴
者
の
ほ
と
ん
ど
は
補
聴
器
購
入
に
補
助
を

受
け
ら
れ
な
い
。
京
丹
後
市
は
今
年
４
月
か
ら

補
助
を
始
め
た
。
手
話
コ
ミ
条
例
の
理
念
に
即

し
、
綾
部
市
で
も
補
助
を
行
う
べ
き
で
は
。

Ａ　

70
デ
シ
ベ
ル
未
満
の
中
等
度
の
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
へ
の
補
助
制
度
は
、
国
が
全
国
統
一

的
に
実
施
す
べ
き
政
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
国
へ
要
望
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
も
国
の

動
向
を
見
極
め
て
い
く
と
と
も
に
、
他
市
の
動

向
に
も
注
視
を
し
て
研
究
を
進
め
た
い
。

耳の聞こえにくい方への配慮をみらいのあやべ　　中　島　祐　子

Ｑ

共
産
党
議
員

団
で
２
月
か
ら

取
り
組
ん
だ
「
く

ら
し
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
答
で
、

「
生
活
が
苦
し
く

な
っ
た
」
、
「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば

苦
し
く
な
っ
た
」
を
合
わ
せ
る
と
77
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
結
果
。
物
価
高
騰
が
続
き
、
市
民
の

く
ら
し
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
た
と
思
う
が
市

の
見
解
は
。

Ａ　

本
年
５
月
に
は
感
染
法
上
の
分
類
が
５
類
に

変
更
さ
れ
、
い
よ
い
よ
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時

代
を
迎
え
た
。
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見

え
て
き
た
一
方
で
、
食
料
品
や
生
活
必
需
品
が

次
々
値
上
げ
さ
れ
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ

７
月
に
も
輸
入
小
麦
や
生
乳
、
卵
は
38
パ
ー

セ
ン
ト
の
値
上
げ
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
１
７
０

円
台
に
上
昇
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
４
，
０
０
０
円

程
度
の
負
担
に
加
え
薬
代
も
患
者
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
国
等
へ
の
要
望
も
含
め
、
低
所
得
者

だ
け
で
な
く
、
物
価
等
高
騰
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ　

物
価
高
騰
の
影
響
を
強
く
受
け
る
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り
５
万
円

を
支
給
。
６
月
議
会
で
、
低
所
得
世
帯
支
援
に

一
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の
給
付
金
の
ほ
か
タ
ク

シ
ー
運
行
維
持
確
保
事
業
補
助
や
農
業
者
収
入

保
険
制
度
支
援
、
酪
農
経
営
緊
急
助
成
支
援
を

計
上
。
国
や
府
の
支
援
制
度
等
を
踏
ま
え
、
広

く
事
業
者
の
活
動
や
市
民
生
活
を
支
え
る
支
援

を
９
月
議
会
に
向
け
、
予
算
編
成
の
予
定
。

続く物価高騰への対策を日本共産党　　井田　佳代子

一般質問

可決した意見書

● 綾部市の給食費の無償化を求める請願書
● 国・府に向けて「給食費無償化のための財政措置を求める意見書」の提出をお願いする請願書
　提案者：綾部の給食費の無償化を求める会　代表　　森　　稔　泰　氏

　採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

請願審査

● 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書
● 森林整備を一層推進するため森林の多い地域へ森林環境譲与税の配分を高めることを求める意見書
　可決した意見書は関係機関へ送付しました。内容はホームページをご覧ください。



綾部市議会では、議長交際費を市民に公開しています。
ここでは令和４年４月から令和５年３月までの支出について報告します。
また、ホームページにおいても公開しています。 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計件
数

（単位：円）

2

2

政務活動費は、地方自治法第100条第14項及び第16項の規定に基づき、「綾部市議会政務活動費の交付に関する条例」を定
めて、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。会派に対し、月額１万５千円／人。

なお、詳細については、市議会ホームページ、情報公開コーナー（市役所東庁舎１階）で公開しています。

令和４年度（９月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。令和４年度（９月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。

民 政 会

創 政 会

日本共産党

みらいのあやべ

公 明 党

630,000

630,000

315,000

210,000

105,000

780,521

706,823

410,089

220,005

115,626

630,000

630,000

315,000

210,000

105,000

交付上限額 支出総額 交付決定額

（単位：円）

政　務　活　動　概　要会　　派

会派視察（御浜町、松阪市）、研修参加（水源の里シンポジウム他）
タブレット通信料、書籍購入、コピー代

会派視察（豊田市、岡崎市）、研修参加（水源の里シンポジウム他）
タブレット通信費、新聞購読料、コピー代

研修参加（水源の里シンポジウム他）、会報発行、アンケート経費
タブレット通信費、図書購入、コピー代

会派視察（豊田市）、研修参加（水源の里シンポジウム他）
タブレット通信費、コピー代

会派視察（豊田市、岡崎市）、研修参加（水源の里シンポジウム他）
タブレット通信費、コピー代

令和４年度議長交際費の支出内容をお知らせします。令和４年度議長交際費の支出内容をお知らせします。

※支出総額と交付決定額の差額は会派で支払われています。
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令和５年９月定例会の日程予定
９月定例会は、９月４日から10月10日までの37日間の会期で予定しています。

９月４日 （月）　本会議（議案上程、人事案件採決）
　　11日（月）　請願受理締切り（正午）
　　12日（火）～14日（木）　一般質問
　　15日（金）　総務教育建設委員会
　　19日（火）　産業厚生環境委員会
　　20日（水）　予算決算委員会（総括質疑）

９月21日（木）　予算決算委員会（予算審査）　　　
　　25日（月）　本会議（採決）
　　28日（木）～10月５日（木）　
    予算決算委員会（決算審査）
10月10日（火）　本会議（決算議案採決）



取材を終えて
運営委員会として取り組みたいこと、力を入れていること

を聞かせてもらうと、東八田小学校の児童みんなが仲間意識

をもって、仲良く楽しんでもらうことに力を入れて取り組ん

でいると話してくれました。また、地域の良いところは自然

が多いことや行事が多いことと話され、特に良いところは見

守ってくれる人たちが多いことと感謝の気持ちを聞きかせて

もらってうれしく感じました。これからも仲間意識を大切に

して、豊かな自然の中で楽しい小学校生活を送ってくださ

い。みなさんの活動でのご活躍に期待して、応援していきま

す。

第４回の小学校編は、東八田小学校へ広報広聴委員が訪問し、
５・６年生の運営委員会６名の皆さんの声を聞いてきました。

〜東八田小学校〜
（令和５年７月 取材）

世代からの

メッセー
ジ次次

・いつも登下校などで多くの人が見守っていてくれるところです。
・あいさつ隊のときに家から出てきてあいさつをしてくれてい
　ること。
・家族がやさしく、応援してくれて生き生きさせてくれること
　です。
・自分のことを大切に思ってくれているところです。
・コウノトリが東八田からいなくならないように守ってくれて
　いるところ。
・いろいろなことで応援してくれるところ。
・いつも多くの見守り隊がいてくれて安心できるところ。

・自然が豊かで植物や生き物が多く、田舎で静かなところ。
・やさしい助け合いができる人が多いところです。
・地域の食べ物がたくさんあることが好きです。
・田んぼが多くて、コウノトリがいるところです。
・行事がよくあって地域の半分くらいの人が参加していると
　ころ。
・安国寺などの有名な建物があるところ。
・地域の人たちがみんなやさしいところです。

綾部（地域）のどんなところが好き？

地域の人にありがとう！
周りの大人たちに感謝していることは？

・休み時間に体育館でみんなとドッジボールなどで遊べると
　ころです。
・みんなで仲良く学校生活を送れるところです。
・自然が多く、たくさんの植物があるところ。
・金曜日に遊び活動があるところです。
・体育、算数、図工などの勉強ができるところが好きです。
・話をよく聞いてくれるところ。
・運動会などの行事で仲間意識が強く、学年が違っても協力
　しあえるところ。

学校のどんなところが好き？

５・６年生の運営委員会６名の皆さんの声を聞いてきました。

・ユーチューバーになって、みんなを笑顔にしたい。
・歌手やガールズグループのメンバーになりたいです。
・プロゲーマーになりたいです。
・自分に似合った仕事がしたいです。
・海上保安官かプロ野球選手になりたいです。
・昆虫が好きなので昆虫博士になりたいです。
・人が笑顔になる仕事がしたいです。

大きくなったらどんな仕事がしたい？（目標）
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新型コロナウイルスは、 ５月８日以降「５類」に移行となり、 市民生活も制限されることなくよう
やくコロナ前の日常に戻ってきました。

広報広聴委員会では、 市民の皆様が議会だよりに関心をもっていただける紙面づくりに努めています。 また、 広聴活動として、
今年度は各地区自治会連合会の自治会役員様を対象に、 「地域公共交通」、 「地域の課題」をテーマとして市民と議会のつどいを
開催しご意見をお伺いしたところです。
引き続き、開かれた議会を目指し努力を続けてまいります。皆様のご意見・ご質問・ご要望等がありましたらお聞かせください。

編集／広報広聴委員会
◎松本幸子　○中島祐子　後藤光　渡辺小百合　塚﨑泰史　酒井裕史　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


